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今の子どもの気になる姿（課題）

①基本的な生活習慣が身についていない

②道徳心や公共心の薄れ

③学習意欲の低下

④基礎的な学力の低下

⑤自然体験・生活体験・社会体験の不足

⑥コミュニケーション能力の低下

⑦地域の安全・安心

学校だけが担う 学校・家庭・地域の協働が必要 家庭・地域だけが担う
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教職員の意識改革を進めたい

地域と連携した取組が組織的に行えるようにしたい

学校と地域が情報を共有するようにしたい

特色ある学校づくりを進めたい

教育課程を改善・充実したい

学校を活性化したい

児童生徒の学力を向上させたい

教職員が子どもと向き合う時間を増やしたい

児童生徒の学習意欲を高めたい

いじめ・不登校・暴力など生徒指導の課題を解決したい

県内Ａ中学校：目指す学校・目指す教師(N=17) とても思う 思う
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地域学校協働活動推進事業のイメージ図
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第１ステージ
＊教育長からの「学校教育が抱える課題（特に教
職員だけでは対応が困難な教育活動）」について

第２ステージ
＊「学校教育が抱える課題」に対応する取組につい
て、継続、発展するための「教育の協働」の仕組
みづくりとその課題、仕組みに期待するもの等に
ついて

第３ステージ
＊「教育の協働」の仕組みづくりに、今後求められ
る方向性について


